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研究成果の概要（和文）：ナノ粒子リン酸シリケート系歯面コート材（象牙質知覚過敏抑制材の一種で、歯の表面に無
機的なナノ粒子層を形成することにより知覚過敏を抑制する）における根面カリエス（歯の根の虫歯）の抑制効果につ
いて研究を行ったが、試片での実験において安定したナノ粒子層の形成が観察できなかった。これについて試片の作成
に問題があると考え試片の作成法を吟味したが思うような結果が得られなかった。
一部のナノ粒子層が形成された試片についてプラーク（口腔内細菌が形成するバイオフィルム）の非付着については確
認することが出来た。

研究成果の概要（英文）：I studied a suppressant effect of root caries due to Toothplane coat materials 
based Nanoparticles Phosphate Silicate(kind of dental hypersensitivity restraint materials control 
hyperesthesia by forming an inorganic nanoparticle layer on the surface of the tooth),the formation of 
the stable nanoparticle layer was able to observed in the experiment in the trial pieces.I examined the 
making method of the trial piece closely to thought that the making of the trial piece has a problem, but 
an expected result was not provided.
A part of trial piece which a nanoparticle layer was formed was observed non-adhesion of the plaque(he 
biofilm which oral bacteria forms).

研究分野： 保存学分野
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１．研究開始当初の背景 
 根面齲蝕は歯冠部齲蝕で示される Keyes
の 3 つの輪（図１）に表現された宿主（host）、
細菌叢（microflora）、および食餌性基質
（substrate）に歯肉退縮による根面の露出
が修飾することによって引き起こされる。
歯肉退縮を来す病的要因としては歯周病、
咬合異常、更には全身疾患とも関連する口
腔乾燥といったものがあげられ、また歯根
面齲蝕は乳幼児期および青年期にはほとん
ど見られないことから加齢と共にリスクが
増大する疾患であると考えられる。実際日
本における歯根面齲蝕の有病者率の調査で
は加齢による歯根面齲蝕の増加が示されて
おり、特に男性では 30 歳代から、女性では
40歳代から有病者率は顕著に増加している
（図２）。臨床において歯根面齲蝕に対す
る予防として実験的にさまざまなフッ化物
が使用されてきたが、疫学的な研究として
使用されているのは水道水フッ化物添加、
フッ化物配合歯磨剤、フッ化物洗口剤、フッ化
ナトリウムゲルおよび口腔内フッ化物徐放装
置（以下 IFRS）による歯根面齲蝕の予防に
関するものに限られている。水道水のフッ
化物添加の研究報告は 1980年代から 90年
代にかけて北米においての比較を中心とし
てなされており、フッ化物添加地区の歯根
面齲蝕の値は統計学的にも明らかに低いも
のである。フッ化物配合の歯磨剤は、Jensen 
and Kohout の報告から 67%の齲蝕抑制効
果があるという結果が出ている。また我が
国の成人における調査でもフッ化物配合歯
磨剤の歯根面齲蝕に対する予防効果が濃度
依存的であり、なおかつ齲蝕病巣に対して
進行を停止し石灰化度を高めるリヴァーシ
ブルな効果のあることも明らかにされてい
る。フッ化物洗口剤とリン酸酸性フッ化物
（APF）ゲルに関しては Wallace et al.によ
り、新たな病巣の発病率はフッ化物洗口剤
と APF ゲルを使用した両群ともコントロ
ール群と比較して明かに低い値であったと
報告されている。IFRSは Meyerowitz and 
Watoson により 1.1%フッ化ナトリウムゲ
ルとの歯根面齲蝕の予防効果を 6 か月間観
察した結果が報告されており、1 日平均
0.12mg の低濃度フッ素を徐放する IFRS
の予防効果は 5.000ppm の高濃度フッ化物
の応用と同等の効果を示すといえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、歯根面齲蝕に対するナ

ノ粒子リン酸シリケート系歯面コート材の
予防効果を探ることにある。近年新たに開
発されたナノ粒子リン酸シリケート系歯面
コート材は象牙質知覚過敏抑制材として販
売されており、作用を受けた歯冠歯質はバ
イオフィルムの非付着性を呈する（図３、
４）という実験結果が提示されている。し
かしながら歯根歯質に対しては効果が確認
されておらず、申請者はこの点に着目した。
従来歯根面齲蝕に対する予防方法としての
用いられてきたフッ化ナトリウムと比較し、
より効果の高い予防を期待できるという仮
説を立て、本研究では in vitro、in vivo
の両面からナノ粒子リン酸シリケート系歯



面コート材の歯根面齲蝕抑制効果を検証す
る。 
 
３．研究の方法 
ナノ粒子リン酸シリケート系歯面コート材
がフッ化ナトリウムゲルと比較して、どの
程度歯根面齲蝕を予防できるかを明らかに
するために、（1）（2）及び（3）を 2 カ年
間に亘り解析する。 
 
（1） 歯根面象牙質・セメント質に対して

ナノ粒子リン酸シリケート系歯面
コート材がナノ粒子層を形成し、耐
酸性・バイオフィルムの非付着性を
得られるかを明らかにする。 
 

（2） 歯冠齲蝕ハイリスク患者に対してフ
ッ化ナトリウムゲルの塗布を行う群
をコントロール群として、ナノ粒子
リン酸シリケート系歯面コート材の歯
冠齲蝕の予防効果を明らかにする。 
 

（3） 歯根面齲蝕ハイリスク患者に対して
フッ化ナトリウムゲルの塗布を行う
群をコントロール群として、ナノ粒
子リン酸シリケート系歯面コート材の
歯根面齲蝕の予防効果を明らかに
する。 

 

 
 
 

４．研究成果 
ナノ粒子リン酸シリケート系歯面コート

材における根面カリエスの抑制効果につい
て研究を行ったが、試験片において安定した
ナノ粒子層の形成が確認できなかった。これ
について試験片の作成法に問題があると考
え試験片の作成法について吟味したが、思う
ような結果は得られなかった。 
一部のナノ粒子層が形成された試験片の

プラークの非付着については確認すること
が出来た。 
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